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　教材開発にあたり，現在のコミュニケーションを考える上で見過ごせないのが SNSの存在で
ある。ICT総研（2016）の調査によると，日本国内におけるネット利用人口は 9941万人に上り，
2014年末現在でその 60.6%の 6023万人が SNSを利用していることが明らかになっている。そ


























































































ロット調査に協力してくれた Aさんと Bさんを加えた合計 10名の非母語話者を対象に本調査を
行った。協力者は，20代～ 30代の韓国語母語話者の文系学部留学生 1名と中国語母語話者の文
系学部留学生 4名，大学院留学生 4名，社会人 1名で，日本語レベルは日本語能力試験 N1（以下，
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表 1　調査協力者の属性
協力者 母語 性別 身分 日本語レベル／日本語学習歴 滞日歴 LINE使用歴
A 韓国語 男性 学部留学生 N1／ 3年（韓国の高校で 2年，
日本の大学で 1年）
1年 1年
B 中国語 女性 学部留学生 N1／ 5年（日本の日本語学校
2校で計4年，日本の大学で1年）
5年 4年
C 中国語 女性 学部留学生 N1／ 4年（日本の日本語学校
で 2年，日本の大学で 2年）
4年 4年
D 中国語 女性 学部留学生 N1／ 4年（日本の日本語学校
で 2年，日本の大学で 2年）
4年 4年
E 中国語 女性 学部留学生 N1／ 3年（日本の日本語学校
で 2年，日本の大学で 1年）
3年 3年
F 中国語 女性 大学院留学生 N1／ 5年半（中国の大学で 4年，
日本の大学で 1年半）
3年半 1年
G 中国語 女性 大学院留学生 N1／ 3年（中国の大学で 3年） 2年 2年
H 中国語 女性 大学院留学生 N1／ 4年（中国の大学で 4年） 4年半 3年
I 中国語 女性 大学院留学生 N1／ 4年（中国の大学で 4年） 2年半 2年
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（3）  日本語チューターからの誘い 3
  
（4）  日本語チューターからの誘い 4
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（8）  日本語チューターからの誘い 1
  








（10）  日本語チューターからの誘い 3
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（12）  日本語チューターからの誘い 1










（14）  日本語チューターからの誘い 2
   
　Fさんは再三の誘いの後に更に LINEで誘いが来たため，（14）のように断っているが，この（14）
に至る一連の誘いについて，（15）のように述べている。
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（21）  国際交流支援室のスタッフからの誘い 1
 　
（22）  国際交流支援室のスタッフからの誘い 2
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（26）  明確な理由を伴う断りの例
 　






































































































   ミラー：あのう，木村さん，クラッシックのコンサート，いっしょにいかがですか。
   木　村：いいですね。いつですか。
   ミラー：来週の 金曜日の 晩です。
   木　村：金曜日ですか。
       金曜日の 晩は ちょっと……。
   （後略） （スリーエーネットワーク（編）2000: 75，会話からの引用）
（34）　アレン：中田さん，あした，テニスをしますが，中田さんもどうですか↑
   中　田：あしたはちょっと……。すみません。
   アレン：そうですか。じゃあ，また今度。
   中　田：ええ，また今度。 （小池ほか 2007: 58，練習の会話例からの引用）
（35）　「あしたはちょっと……」（Nはちょっと……）




た言い方です。 （小池ほか 2007: 62，NOTES（表現の説明）からの引用）
（36）　誘いの上手な断り方





   　このように日本人ははっきり断る言い方をあまりしない人が多いようです。そのため，
外国人が日本人を誘ったとき，断られているのかどうか分からないという話も，時々聞き
ます。「～はちょっと…。」とか「それが…。」「難しいかもしれない」などという表現は，
断り表現だと考えるといいでしょう。 （中居ほか 2005: 37，コラムからの引用）




   　例：
   なおみ…今度の土曜日，映画に行かない？
   アベナ…あー，土曜日はだめなんだ。  はっきり断る
       バイトが入っていて。     理由を言う
       ごめんね。          謝る
 （清水 2013: 66，誘いを断るときのストラテジーの説明からの引用）
（38）　会話のヒント：断るとき，くわしい理由を説明しなくてもいいの？
   （前略）日本語では誘いを断るときに，「予定がある」「用事がある」「都合が悪い」などと
言い，具体的な内容まで説明することはあまりありません。誘った人も，それ以上説明を



































































Beebe, Leslie M., Tomoko Takahashi & Robin Uliss-Weltz (1990) Pragmatic transfer in ESL refusals. In: Robin C. 
Scarcella, Elaine S. Andersen & Stephen D. Krashen (eds.) Developing communicative competence in a second language, 
55–73. New York, NY: Newbury House.














Leadkitlax, Triktima（2014）「タイ・日接触場面における「誘い /依頼 -断り」談話における弁明の発話行為の研究」
『国際交流基金バンコク日本文化センター日本語教育紀要』11: 81–90.
メリアム，S. B.（2004）『質的調査法入門：教育における調査法とケース・スタディ』堀薫夫・久保真
人・成島美弥（訳），京都：ミネルヴァ書房．（Merriam, Sharan B. (1998) Qualitative research and case study 






















スリーエーネットワーク（編）（2000）『みんなの日本語 初級 I 第 2版 本冊』東京：スリーエーネットワーク．











192 中井好男・舩橋瑞貴・副田恵理子・向井裕樹／国立国語研究所論集 14: 169–192 (2018)
Why Does a Non-native Speaker’s Refusal of an Invitation  
from a Native Speaker on LINE Lead to Re-invitation?:  
Exploring the Problems of Non-native Speakers
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Abstract
This research was conducted to discover the problems non-native Japanese speakers face in 
the process of writing/typing to communicate with native Japanese speakers, so as to develop 
situation-based materials for writing/typing skills in the Japanese language. This article focuses 
on the LINE app, which is the most popular communication tool among people in their twenties 
and thirties in Japan. Through LINE, we can send one-on-one and group texts, stickers, and 
emoticons. The communication through LINE is a non-face-to-face communication but similar 
to synchronous communication because LINE has a “Read” display function, which will notify 
the sender that the receiver has read their message. We conducted interviews with nine overseas 
students and one worker to explore the difficulties they have in communicating by LINE. Analysis 
shows that they have problems with refusing an invitation from native speakers with a higher 
degree of social distance with whom they need to maintain good relationships, such as a tutor for 
Japanese language or university staff. The factors of social distance and the necessity of maintaining 
a relationship with inviters make them avoid straightforward words and use euphemistic and 
indecisive expressions to refuse an invitation, which then leads the native speakers to re-invite 
them. Their learned linguistic prescription that it is impolite to refuse directly in Japanese and the 
strategy of using euphemistic and indecisive expressions troubled non-native speakers who wanted 
to decline in an amicable manner.
Key words:  LINE, refusal to invitation, re-invitation, non-face to face communication, linguistic 
prescription
